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南と北の入墨由来語

畠 山 篤

南島の入墨は針突き(ハヂ、チ)といわれ、女性の手甲を彩っていた。事物・習俗があれ

ば、その起源や意義を説く語りが生まれやすい。例えば、次の二つの由来誇がある。

尚円王の時代、聞得大君(キコエオオギミ)が葉儲皮して薩摩に漂流したD 大君の美貌

を聞いた領主は愛妾にしようとした。大君は国頭親方(クニガミワェーカタ)から知恵、を

授かり、手甲に針突きをしたので領主は幻滅し、大君は琉球に戻ることができた。これに

因んで針突きをした口

八重山のホーリングスク親方が南の国に行く途中で遭難した。この時、海中から女の白

い手が出てきて船を沈めようとした。すると、針突きをした女の手も出てきて真儲皮を防い

だ。こうして難を逃れられた。これに因んで針突きをするようになったD

話者によると、針突きをする理由・意義は次のとおりである。(1)外世界に連れ出さ

れない、 (2)厄(外社会からの侵入者)払い、 (3)成女の印、 (4)既婚の印、 (5) 

女性の印、 (6)装飾、 (7)子孫繁栄、 (8)後生に真っすぐ行ける。前者の由来誇は(1)

(2)を示し、後者の由来誇は (2)を示している (3)~ (7)は一括して解釈できるだろ

う。すなわち、針突きによって結婚する資格を得、その文様は装飾にもなり、子孫が生ま

れるとさらに針突きを追加する。 (8)は、同じ針突きを持たない死者を後生の女たちが

排除するという語りで示されている。 (8)は (2) と同じ考え方に基づいている。このよ

うに、この針突きは女の理想的な一生を保証している。

他方、北のアイヌ民族の入墨はシヌエといわれ、女性の手甲と顔面を彩っていた。シヌ

エにも針突きに似た次の由来誇がある。

昔、飢僅に襲われた時、女神が家々の窓からシヌエをした手を差し入れて食べ物を恵ん

だ。ある村人が女神の顔を見たところ、顔にもシヌエをしていた。これに因んでシヌエを

した。また、シヌエをした女性を悪魔が見ると女神と間違えて逃げた。これに因んでシヌ

エをした。前者の由来需は (2) を示し、後者の由来語は(1) (2) を示しているD

話者によると、シヌエをする理由・意義は南島左ほとんど同じである口

以上のような入墨の習俗とその機能・意味を示す由来需が、近年まで南と北にだけ著し

い共通点をもって伝承されているD この両者にはどのような文化的な脈絡があるのだろう

か。この他にも、南と北が提起する問題は多いだろう口 (青森県)
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|シンポジウム 口承文芸研究のこれから

「落日の口承文芸Jを抱きしめて

飯倉義之

2006年の日本口承文芸学会大会シンポジウム 「口承

文芸研究のこれからJは、パネリスト・フロア一体と

なって口承文芸研究の過去・現在・将来を考える、三

O周年の折目にふさわしい報告と討議の場となった。

その意義を先取りしてしまえば、第二O回大会の大林

太良の講演「人類文化史における口承文芸」の間魁是

起「人類文化史における口承文芸の『落日~ Jに対し

てなされたイ年目の回答といってよいだ、ろう。

まず司会の荻原異子氏、高木史人氏から概説がなさ

れ、口承文芸研究者を学会創立の柱となった第一世代、

創立時学生だ、った第二世代、創立後に研究を始めた第

三世代、と分割した上で、パネリストに招いた各世代

代表の意見を突き合わせ、 「口承文芸研究のこれから」

を見定めていこうとい列島、が明確にされた。第一世

代の代表として、元会長・野村純一氏より「思想とし

ての口承文芸研究Jと題して報告があった。(過去〉

に属することとして、日本口承文芸学会の初発には、

比較研究の視座を持った初代会長・関敬吾に顕著であ

るように、柳田園男の昔話研究一家郷の学品千ーの限界

をさまざまな学の来歴・視座の持主が集うことで乗り

超えようとした現念があること、そしてく現在〉のこ

ととして、声が情報化された現代社会では、サブカル

チャーで、あった口承文芸がメインカルチャーで、あった

文字文芸を逆転しつつあるのではなし1かとの提言がな

された。

続けて第二世代の酒井正子氏は「フィールドの現伏

から考えるJとして、研球弧の歌謡文化の〈現在)を

報告。 本土出身者や奄美二世三世がシマウタを志向す

る「シマウタのボーダーレス現象Jや、現地での島こ

とばの衰退、シマウタのステージ化、シマウタの伝承

と創作のいとなみといった状況を、音声・映像資料も

用いてまとめた。

3人目、第三世代の真鍋昌賢氏の報告「口承文芸研

究は「落日jをのりこえたかjは、副題「研究対
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象と しての「二次的な声」に沿って、戦前期の浪花節

と〈現在〉のラジオ探夜便とし¥う「声の場Jのありょ

うを指摘。従来の口承文芸研究の桝Eみでは捉えられ

なかった、レコードやラジオといった二次的な声、複

製された声の語り手と聴き手を、し1かに口承文芸研究

は対象化できるだろうか、という〈将来〉の問題を発

掘した。 j 

対してフロアから活発な討議が起きた。司会の要請

により小潤変夫氏・飯倉照平氏・坂井弘紀氏・中)11裕

氏が発言。小津氏は口承文芸の!「耳で聴くよろこびJ

を指摘。飯倉氏は中国民話の研究の〈現在)を補足。

坂井氏は中央アジアの芸能、中川氏はアイヌ語の現状

からと、背景は違えども、両者ともに「文字化された

語りの還流j と「アイテ、ンティティの核としての口承

文芸Jとし¥う同一の〈現砲を報告した。

福田晃氏は 10万年単位の文化史の問題としては大

林発言も肯定すべきと指摘、また研究対象を広げる一

方、絞る必要もあると提言。川森博司氏は「落日の口

承文芸Jとはかつての研究対象の衰退にすぎないので

はなし 1かと指摘、花音|瑛雄氏は話者の変化と研究者の

働きかけの可能性を述べ、鈴木昭英氏は警女唄伝承の

変化を例に〈将来〉を悲観的にみる必要はないと言挙

げした。常光徹氏は複製される声のいとなみの可能性

を爵見し、また、昔話の話型をカタログ化し得たこと

自体が昔話というジャ乙/ルが終鷲に向かっていた証拠

で、はなかったと〈過去〉を総括した。驚藤君子氏はネ

ットとしづ新たな伝承伝播の場について、田中釜一氏

は伝承が教育の場や保存会でなされる〈現在〉のあり

ようと 〈過去〉との相違に、大島建彦氏は「落日Jは

口承文芸に限らずかつての生活全てが衰退している

と、それぞれ注意を喚起した。米屋陽一氏はかつて自

身ラジオ放送に関わった経験をふまえて「聴くよろこ

び」を「語るよろこびJにつなげる〈将来〉を希望し、

根岸英之氏はそのためにも第一世代の研究史を期待す

ると述べ、佐藤皇太郎氏は語りと映像の相似点を指摘

した。最後に司会の高木氏が、今日の活発な議論が口

承文芸研究を「ひらし¥てゆくJ突破口となっただ、ろう

とまとめた。
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民俗学/文学の「ージャンノレJとして成立した口

承文芸研究が、声の文化をとらえる「方法」として

読み替えられようとしている流れが、報告と討議か

ら浮かび上がるのではなし泊、 iOOを扱うから口

承文芸研究Jなのではなく、口承文芸研究のまなざ

しをもって昔話を、シマウタを、ラジオ深夜便をと

らえることこそが(大きくいえば)人類文化史の問

題に新たな解決をもたらす道となる、はずだ。さま

ざまな対象を「口承文芸として、まなざすJことが、

口承文芸研究を〈過去〉から〈将来)に繋ぐのだろ

うと実感で、きたシンポジウムだ、った。(千梨県)

(シンポジウム風景)
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阿部真貴「採訪調査の方法絶え行くものの研

究 『女JlI飯田口説1についてJ

内藤浩誉

宮城県石巻における江戸中期の事件「女)11騒動J

を題材に、主に宮城・岩手周辺で伝承された『女川

飯田口説』について発表者は研究を重ねてきた。詞

章分析を行し事件設定が盆である点から i#犠Jと

関連づけた昨年の発表に続く登壇であiる。盆踊りと

の関与について見解を述べたが、会場からも指摘さ

れたように、実状を窺わせる資械周査の創蹴が期待

される。

さて、今大会は「口承文芸研究のヒれからJとい

うテーマに則る形で発表が行われたが、口説伝承者

が亡くなって既に居ない現伏から『女)11飯田口説』

を「絶え行くものJと発表者は位置づけた。音曲を

イ料、語られる口説でありながら「実際に聴くことが

できなくなったJものを扱うにおいて、写本そ採譜

に加え視聴覚資料の有用性を説く。文字と音楽両者

の活用を劃見するわけだが、そこで今後の研究の可

能性をつなぎ発展を促す為に、視聴覚資料の収集お

よび活用において共有できるシステムを作る必要性

を指摘する。伝承が絶え行く一方で、多様なメデ、イア

が活用される現代に如、て、対象を立体的に捉え実

態を浮き彫りにするには、資料の博捜が求められよ

う。実現にi討蓑々な一課題もあろうが、長い目で見て

各団体・研究者が協力して方策を編み出し一歩を踏

み出すべきという意見には向感で、ある。同時に、研

究者個々においては、詞章(文字)のみならず音曲

に対して理解する力が求められてこよう。

また、伝播に関し警女との関与を述べる。歴史

語りに伴う芸能者の栴主は長く指摘されてきた通

りだが、女性の事件を女性芸能者が取り上げる中

で構築される世界観、時代・地域の関心に根ざし

た受容がし、かなるものなのか、伝承の実態や現場

が生き生きと立ち上がる研究として更に深められ

ることを、今後も期寺したい。 付申奈)11県)
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阿部敏夫「北海道移住者の民間説話についてー

事例:北広島 ・大蛇神社伝説の誕生と変容-J 

花部英雄

北海道の開拓が始まってから既に 120年はたつ。

移住地の過酷な自然との苦闘の中で、伝承がどのよ

うに発生と形勢されていくのかといったナイーブrな

伝説生成の問題を追及したのが、阿部敏夫さんの発

表である。

開拓の始まった明治17年、現北広島市のことであ

る。久保武右エ門がタモノキ(トネリコ)の老木を

焼いたところ、火が寸圏聞にわたって燃え続けたと

いう。燃え残りにとぐろを巻いた蛇の骨があった。

武右エ門は家に保管していたが、噂を聞きつけてき

た人が虐(おこり)に効くからと言って求めたが譲

らなかったとしづ。崇りを恐れた村の者が洞を建て

て蛇の霊を祭ったとしづ。その大虫自申社の洞が昭和

36年の大助kで流されてしまう。久保家の地を引き

高齢、だ渡辺家の現戸主の，官兵が、平成 10年に「大蛇

神社跡Jの記念碑をその跡地に建立した。

この話は久保家の隣の岸本家に嫁いだトモさん

(明治 17年生まれ，)93歳の時に語ったもので、昭

和42年発行の問F土研究広島村』に掲載された。こ

れがもとになって、その後郷土誌や民話集、写真集、

絵本、紙芝居などに取り上げられ、作家や郷土史家、

図書館、行政の関係者の手によって潤色受容されて

して。最後に阿部さんは伝説の意義を箇条書きに整

理しているが、いまそれを私なりにまとめてみると、

まずこの伝説が移住生活が安定し過去への郷愁と次

世代への創践を意図した時期に生成したこと、次に

伝説がさまざまなメデ、イアや階層の人々によって視

覚化を伴なし鳴門あげられてきたこと、そして何よ

りも伝説を必要とする人々の暮らしや心意が背景に

あることを忘れτはならないということになろう。

さて、文字を媒体とした伝説の変容を、ね毎道

の開拓としづ近代の特殊性の中に浮かびあがらせ

たものである。伝説の事実の把握に多少気になっ

た点はあるが、北海道の伝説をさまざまな角度か

ら掘り下げてしも阿部さんの問題箭哉の鋭さとそ

の成果が示されたものといえる。 付申奈川県)

久保華誉「明治期における翻訳と昔話ー『漁師

とその妻』あるいは『金の魚AJ 

田中浩子

「漁師とその妻J(ATU 5 5 5)の日本への受容

について、明治から昭和初期の翻訳資料と日本の昔

話口承資料から考察した発表だ、った。

口承の「漁師とその妻Jには、グリムの「漁師と

その妻J(KHMl 9)の翻訳の他に、それを参考に

したと言われるプーシキンの「金の魚Jの翻訳とも

類似が見られるとしづ。両者の翻訳が各4話づっ紹

介され、口承も 13話紹介された。そして、口承資

料の中に、両者の翻訳とどのような実似が見出せる

か、が示された。その他に複合型として二つ、和田・

星野訳「黄金丸Jと巌谷小波「黄金の魚j も紹介さ

れたが、なぜこれらを複合型とする!のかについて説

明はなかったように思う。これらはグリムの「金の

子どもJ(KHM85)の翻訳伝§と思われるが。

口承の結末には、翻訳に近い「元のもくあみJで

終わる話と「ハッピーエンド」で終わる話があると

いう。後者の結末があるのは「動物報恩を車見する

ため」ではなし¥かとの推論だ、った。

フロアーからは、棲井美紀氏から、海の魚に願い

ごとをする話は、グリムの他にも世界的にあるこ

と、また現代でも外国の昔話を日本の子どもたち

に語るとき、日本のものに置き換えて語ることが

あるなど興味深し寸町商があった。(東京都)

坂田美奈子「アイヌの昔矢文物語における漁場お

よび和人描写の特徴j

立石展大

坂田氏の発表は、歴史学からの発言という色合いが

濃い発表で、あった。例えば、それは題目中の「漁場J

読み方の相違に射教的に表れていた。質駒芯答で指

摘されたことであるが、 「漁場j を北海道の現地で

使われている「りょうばJと読むか、坂田氏が発表

中に用いていた、歴史学で使われる「ぎょば」と読

むかとしづ相違である。

また、発表冒頭の青果題設定の背景において、アイ

ヌ口承文芸を「文明世界とは異質の素朴な社会の文

化口現代において知的な意味で参照に値するとは考

えられていなしリと捉えられているとした点におい

ても、民俗学とのE鴎在が表れていた。民俗学におけ

るアイヌ口承文芸の研究では、このような捉え方は

していない。
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ただ、坂田氏の発表の狙し¥は、上記のようなウェペ

ケレ(アイヌの散文昔話)の扱われ方に対して疑問を

抱き、その分析・再言判面をするところにある。本発表

では、 4話の分析が行われた(アイヌ無形文化伝承保

存会『アイヌの民話~2 ・中)11裕『アイヌの物語世界』 ・

「歴史評論J639号の志賀雪湖論文・久保寺逸彦『ア

イヌの昔話』からそれぞれ1話ずつ)。それぞれにア

イヌと和人の葛藤が語られている。和人を善悪定まら

ないものとして語る場合、悪人として語る場合、アイ

ヌを歓待する宿主として語る場合。和人との衝突、融

和の中から紡ぎ出されてきたアイヌの知恵、を、それら

の語りから汲み取ってし、く。そして、これらウエベケ

レ中の漁場とそこにまつわる和人の描写から、現代の

文化対立を始めとする社会問題を解決していく手がか

りへと繋げてして。

今回の大会の研究発表テーマは、 「口承文芸研

究のこれからJで、あった。坂田氏の発表は、ウエ

ペケレの新しい読みと、現代社会への提言であり、

本大会のテーマに沿うもので、あったと言うことが

できる。( 埼 玉 県 )

|語りと報告4

金基英・野村敬子 rw多国籍社会日本』と昔話

ー新たな語りの展望-J 
杉浦邦子

当日の語り手・金基英(キムキヨン)さんが、韓国

宮廷の衣装を纏って階段教室の階を下りてくると、「き

れいねえJという声があがった。既にその装し1からは、

学会員の多くが抱いている語り手像とは違いますよ、

というメッセージを発つしていた。

報告者・野村敬子氏から伝統的な語り手とは全く異

った語り行動の人として、金基英さんの簡単な紹介が

あった後、さっそく語?の時間となった。

「明けの明星モスンJ r嫁と姑の話J r青蛙J r蚊
の由来J r田螺の嫁Jである。このうち、 日本の「雨

蛙不孝」と同一話型である「青蛙j を山形弁と韓国語

で語り、会場を沸かせた。山汗多弁倣古の言葉だ、った由。

彼女は、普段遣っている共通語で語るが、山形方言に

は母国語で話すような安らぎを感じるとし、う。

金さんは、夫の国である日本に来て暮らすうちに野

村氏と出会い、韓国民話を語るようになった。日韓の

文化の掛け橋になろうとの思いが強い。華やかな衣装

は聴衆の視覚に訴え、韓国民話は音声に乗って、日本

の民話との共通点や差異を印象づけたが、彼女の語り

-$-

を聴きながら、普段着のチマ・チョゴリで語る姿も見

たし法、私は思った。

次に、野村氏は数々の資料を用意し、配偶者ビザで

入国している外国人妻が増え続けている実情を示し、

日本は多国籍社会になろうとしていると指摘した。彼

女たちの多くは、嫁不足に悩む農家の長男に嫁いだ女

性たちで、あったが、結女官後は、個性や出身国を忘れて

日本人に同化するよう望まれた。 1993年に、須藤

オリーブさんが語った『フィリピン民話』を出版した

のは、国際訴吉婚で生まれた子どもにとっての母の国を

伝えるためで、あった。花嫁たちが母国を消そうとした

り、反対に拘ることで記こった悲J劉を目にした野村氏

は、子の母として、生まれた国の文化の保え手で、あっ

て欲しし1と願い、命を産み育む女の言葉に希望を託し

た。金さんが一つの答えを出したといえよう。

会場付金さんのような語りであれ司、外国の

昔話の伝播・伝承はあり得ると実感できたという

発言があったo 今後、いろいろな国の昔話が、生

の声で受け入れられることを期待したい。

(愛知県)

(金さんの語り)
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